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1.はじめに
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地域の将来や目指す姿、行政の施策を考える際、人口は全ての基礎となるデータである。

そのため、地方自治体は、国のまち・ひと・しごと創生の取組を踏まえ、「地方人口ビジョン」による地域

人口の現状分析、長期的な人口の将来展望などを行うとともに、「人口減少克服」と「地方創生」の観

点から 「地方版総合戦略」を策定し、地方自治体の描く将来像に向け、地方創生の取組を進めている。

今後、それらの取組を更に進めていくためには、地方創生の主役である地域住民が、地域の現状を認

識することが重要であり、地域の人口などについても現状のまま推移した場合どうなるか、どのくらい改

善すればよいか、具体的な数字を用いて理解しやすいかたちで示すことが求められている。また、それぞ

れの地域において問題意識の共有が図られることで、地域住民のまちづくりへの積極的な参加につな

がるものと考える。

本書では、小規模地域での人口推計に適しているとされる「コーホート変化率法」により、20２４年１月

１日時点の住民基本台帳人口とその５年前の人口の変化率を分析して、高島市、地域別の将来の人口

推計及びシミュレーションを実施する。

本書が、それぞれの地域で検討される各分野・各施策の基礎資料として幅広く活用いただければ幸い

である。

なお、当センターで使用する「コーホート変化率法」に基づく人口推計については、「島根県中山間地

域研究センター」で開発された手法を参考にしている。



2.人口推計の手法（1）

➢ コーホート要因法

➢ コーホート変化率法

• 「自然増減（※１）」及び「純移動（※２）」
という二つの『人口変動要因』のそれぞれ
について将来値を仮定し、それに基づいて
将来人口を推計する方法

   （※１） 自然増減・・・出生と死亡による人口の増減

（※２） 純移動・・・転入数から転出数を差し引いた数

• 年齢別・男女別の基準年人口に生残率・
出生率・純移動率等を乗じて算出

• 全国ベースの推計をする場合に最適

「国立社会保障・人口問題研究所」

「日本創成会議」

• 過去における実績人口の動勢から「変化
率」を求め、それに基づき将来人口を
推計する方法

• 年齢別・男女別の基準年及び５年前の
人口から算出

• 小規模地域別の推計をする場合に最適

「地域活性化センター」

「島根県中山間地域研究センター」
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【イメージ図：コーホート変化率法】



2.人口推計の手法（2）

➢ 住民基本台帳のデータを
活用可能

• 生残率等のデータがない小規模地域の
人口推計が可能

• 最新の状況への更新が容易
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田園回帰１％戦略～地元に人と仕事を取り戻す～藤山 浩 著

毎年、地域人口の１％分を新たに取り戻していけば、地域人口の安定化が見えてくる。

毎
年
達
成

1,000人の集落 ⇒ 10人 ⇒ 例えば、子育て世代家族２組（親２、子１） ＋ 退職後夫婦２組

300人の集落 ⇒ 3人 ⇒ 例えば、子育て世代家族１組（親２、子１）

100人の集落 ⇒ 1人 ⇒ 例えば、域外進学者のUIJターン就職 １人

シミュレーション

ほとんどの集落や地域で
人口減少・高齢化・少子化が緩和される

➢ 変数操作が容易

• 地域の課題・可能性に応じたシミュレー
ションが可能

• 地域住民の方の意見を反映した、
具体的な「人口戦略」の策定に有効
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滋賀県の北西部に位置する。
東部は琵琶湖に、南西部は比良山地
を境に大津市及び京都府に、北西部
は饗庭野、野坂山地を境に福井県に
接している。

3.高島市の概況（1）

出典：Google Map

都道府県 滋賀県

市町村 高島市

面積 693km
2

総人口
45,780人

（202４年１月1日住民基本台帳）

人口密度 ６６人/km
2

隣接自治体

大津市、長浜市、京都府京都市、
京都府南丹市、福井県敦賀市、
福井県美浜町、福井県若狭町、
福井県小浜町、福井県おおい町

市の木 サクラ



来 歴 ：高島郡の成立は、今から約1300年前にさかのぼる。

 平成１７年１月１日にマキノ町・今津町・朽木村・安曇川町・高島町・新旭町が合併し高島市が

 誕生した。

地 勢 ：安曇川と石田川流域の扇状地や三角州にまとまった平地があるほかは、比良山地や野坂山地

 など森林が広がっている。気候的には日本海側に近いことから冬季の寒さは厳しく、積雪量

 の多い日本海側気候となっている。また、秋季には「高島しぐれ」と呼ばれる降雨がしばしば

 ある。

沿 革 ：高島市役所最寄のJR駅は新旭駅。京都駅から新旭駅までは電車で約５０分、大阪駅からは

 約８０分、米原駅からは約６５分となっている。バス路線は江若交通、西日本JRバス、京都バス

などがある。

3.高島市の概況（2）

7画像：高島市HPより



3.高島市の概況（3）

8

地域 地区

マキノ町
在原、石庭、浦、大沼、海津、上開田、小荒路、沢、下、下開田、白谷、新保、高木浜一丁目、
高木浜二丁目、知内、辻、寺久保、中庄、西浜、野口、蛭口、牧野、森西、山中

今津町

天増川、今津、桜町一丁目、桜町二丁目、松陽台一丁目、松陽台二丁目、住吉一丁目、
住吉二丁目、中沼一丁目、中沼二丁目、名小路一丁目、名小路二丁目、舟橋一丁目、
舟橋二丁目、梅原、追分、大供、大供大門一丁目、大供大門二丁目、桂、上弘部、岸脇、
北生見、北仰、酒波、狭山、下弘部、杉山、角川、途中谷、浜分、日置前、弘川、深清水、
福岡、保坂、南生見、南新保、椋川、藺生

新旭町
饗庭、旭、旭一丁目、旭二丁目、太田、北畑、北畑一丁目、北畑二丁目、北畑三丁目、
熊野本、熊野本一丁目、熊野本二丁目、新庄、新庄一丁目、新庄二丁目、針江、深溝、
安井川、安井川一丁目、安井川二丁目、藁園

安曇川町

青柳、上小川、上古賀、川島、北船木、五番領、下小川、下古賀、末広一丁目、
末広二丁目、末広三丁目、末広四丁目、田中、中央一丁目、中央二丁目、中央三丁目、
中央四丁目、常盤木、中野、長尾、西万木、三尾里、南古賀、南船木、横江、横江浜、
四津川

高島町
鵜川、音羽、勝野、鴨、鴨川平一丁目、鴨川平二丁目、鴨川平三丁目、黒谷、鹿ヶ瀬、
城山台一丁目、城山台二丁目、高島、永田、野田、拝戸、畑、宮野、武曽横山

朽木村
麻生、荒川、市場、岩瀬、雲洞谷、生杉、大野、小入谷、柏、桑原、小川、地子原、栃生、
中牧、能家、野尻、古川、古屋、平良、宮前坊、村井
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行政区別の人口分布（2024年1月）

3.高島市の概況（4）

出典：高島市住民基本台帳人口（2024.1.1時点）jSTAT MAPにより作成

旧町別の人口をみると、安曇川町、新旭町、今津町はいずれも人
口が10,000人を超えており、市中心部に人口が集中していること
が分かる。一方、山間部である朽木村は他の５町と比較して人口が
少ないことが分かる。

⦿…高島市役場

昼間人口と夜間人口（2020年）

出典：総務省統計局「2020年国勢調査」

昼間人口が夜間人口よりも2,327人少なく（▲5.0％）、通勤

者・通学者が地域外に流出している。

自動車の利用によって、大津市などが通勤圏となっている。ま

た 地形や地理的制限はあるものの、通勤・通学の環境は比較

的整備されている地域であり、市外への通勤者が多い状況に

ある。

⦿



【主な傾向】

 ・19７５年から増加傾向にあったが
200０年をピークに現在は減少傾向に
ある。

 ・国立社会保障・人口問題研究所（以
下「社人研」という）の推計によると、
2065年の人口は2000年の人口
（55,451人）と比べて６１%程度減少
し、21,403人になると推測されている。

■総人口

2040年（令和２２）年に４．１万人、２０６０（令和４２）年に3.5万人の人口を維持する。

■自然増減

2023（令和５）年からの年間出生数２５０人を維持する。これにより、合計特殊出生率は将来的に国民希望出生率（１．８０）程度に上
昇する。（２０２５（令和７）年に１．６５、2030（令和１２）年に１．７０、２０４０（令和２２）年に１．８０）。

■社会増減

転出超過が続く社会増減を、２０２２（令和４）年以降はプラス（社会増）にする。これにより、年代観のバランスの取れた人口構成を目
指す。

4.高島市人口ビジョン（2023年7月策定）概要

【目指すべき将来の方向】
人口減少がもたらす様々な課題を克服するため、結婚・出産・子育
て、移住・定住に関する希望を実現するとともに、安心して暮らし続
けることができる地域社会づくりを行うことにより、人口減少に歯止め
をかけるとともに、将来的に年代バランスの取れた人口構成の安定
化を図る。
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【前提条件】

① 市内の６地域（旧町村単位）の外国人を含めた人口動態に関する「現状分析」、「現状で推移した場合の将来

推計」を行った。

② 推計の手法については、変数操作や最新の状況への更新が容易であり、小規模地域の人口推計に適してい

るコーホート変化率法を用いた。

③ コーホート変化率は、地域別に住民基本台帳における2024年１月1日人口を基準とし、5年前である

201９年１月1日の人口からコーホート変化率を算出し、それを2020年１月１日人口に掛け合わせ

２０２５年1月1日人口を算出。

④ 推計にあたっては、地域別の将来推計人口と高齢化率の推移、児童・生徒数の推移を5年ごとのグラフ

で表示した。グラフは20２０年は実績値であり、202５年以降は推計値である。人口ピラミッドは202５年と

20６５年の比較を表示した。

⑤ 推計は四捨五入で行っているため、男女または年代別の合計が総数に合致しない場合がある。

⑥ 高島市全体人口の推計は202０年１月1日の全体人口に対し実施したものであるため、個別に実施した

高島市内６地域の推計値の合算とは異なる。

5.人口推計及びシミュレーションについて（1）

11



・毎年７０人の流入
（0～4歳4人、5～9歳4人、10～14歳4人、15～19歳4人、20～24歳7.2人、25～29歳

7.2人、30～34歳7.2人、35～39歳6人、40～44歳6人、45～49歳6人、50～54歳
3.2人、55～59歳3.2人、60～64歳3.2人 、65～69歳3.2人、70～74歳1.6人）

・合計特殊出生率が5年ごとに変動
（2025年:1.60、2030年:1.65、2035年:1.70、2040年：1.75、2045年以降1.80）

【シミュレーション①】

高島市及び６地域で行うシミュレーションは下記の2パターンとした。

【シミュレーション②】
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・毎年７０人の流入
（0～4歳4人、5～9歳4人、10～14歳4人、15～19歳4人、20～24歳7.2人、25～29歳

     7.2人、30～34歳7.2人、35～39歳6人、40～44歳6人、45～49歳6人、50～54歳
     3.2人、55～59歳3.2人、60～64歳3.2人 、65～69歳3.2人、70～74歳1.6人）
・合計特殊出生率を1.60に固定

・高島市全体人口の推計は2020年1月1日の地域全体人口に対し実施したものであるため、市内６地域の推計値の合算とは異なる。

全地域

全地域

5.人口推計及びシミュレーションについて（2）

【対象地区】
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6.高島市全体の人口推計【現状分析】

2020年
2025年
（推計値）

増減 増減率

高島市 48,200 ⇒ 44,949 ▲3,251 ▲6.74%

男性 23,576 ⇒ 22,003 ▲1,573 ▲6.67%

女性 24,624 ⇒ 22,947 ▲1,677 ▲6.81%

◇ コーホート変化率（2020年 → 2025年）◇ 人口推移実績（高島市）

✓ 「5～9歳」の男女（男性25人・女性9人）で流入超過となっている。

✓ 一方で、「25～34歳」の男女（男性▲380人・女性▲323人）で流出

超過となっている。特に、「25～29歳」の男性（▲250人）の流出が大

きい。

●合計特殊出生率 1.21
●高齢化率 37％
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6.高島市全体の人口推計【現状推移】

◇ 将来推計人口と高齢化比率の推移

【2025年と20６5年の比較】

✓ 現状の流出入状況で推移した場合、高島市の人口は

44,949人が18,295人となり26,654人減少（増減率

▲59.3％）

✓ 年少人口は4,380人→1,194人（同▲72.7％）に、生産年

齢人口は23,816人→7,769人（同▲67.4％）に減少

✓ 老年人口は16,754人→9,333人（同▲44.3％）に減少し、

高齢化率は５１％まで上昇

✓ 児童・生徒数は2,989人→８０８人（同▲73.0％）に減少

✓ １５～４９歳までの女性は6,898人→1,928人

（同▲72.0％）に減少

◇ 人口推移の解説

◇ 児童・生徒数の推移◇ 人口ピラミッド（2025年 → 2065年）
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 上記条件を毎年実現した場合、20６5年の市

内 人 口 は 23,668 人 と な り 、 現 状 推 移 の

18,295人を5,373人（増減率+29.4％）上

回る。

✓ 年少人口は2,738人となり、現状推移の1,194人を

1,544人（同+129.3％）上回る。

✓ 生産年齢人口は11,008人となり、現状推移の

7,769人を3,239人（同+41.7％）上回る。

✓ 20６５年の高齢化率は９ポイント改善し４２％と

なる。

【シミュレーション想定条件】
毎年７０人の流入
（0～4歳4人、5～9歳4人、10～14歳4人、15～19歳4人、20～24歳7.2人、25～29歳7.2人、30～34歳7.2人、35～39歳6人、40～44
歳6人、45～49歳6人、50～54歳3.2人、55～59歳3.2人、60～64歳3.2人 、65～69歳3.2人、70～74歳1.6人）
合計特殊出生率が5年ごとに変動
（2025年:1.60、2030年:1.65、2035年:1.70、2040年：1.75、2045年以降1.80）
【合計 毎年70人（人口の0.2％）増】

＜現状推移＞

＜シミュレーション結果＞

6.高島市全体の人口推計【シミュレーション①】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 20６5年時点の人口ピラミッドは、現状

推移の場合が少子高齢化を示す逆三

角形型になることに比べて、シミュレー

ション条件の達成により、すべての年代

で増加が見込まれる。

✓ 児童・生徒数は、20６５年時点で、小学

生が1,144人となり、現状推移の５１７

人を６２７人（増減率+121.3％）上回

り、中学生が608人となり、現状推移の

２９１人を３１７人（同＋10８.9％）上回

る 。

◇ 人口ピラミッド（現状推移 → シミュレーション）

◇ 児童・生徒数（現状推移 → シミュレーション）

6.高島市全体の人口推計【シミュレーション①】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 上記条件を毎年実現した場合、20６5年の市

内 人 口 は 22,915 人 と な り 、 現 状 推 移 の

18,295人を4,620人（増減率+25.3％）上

回る。

✓ 年少人口は2,３５８人となり、現状推移の1,194人を

1,164人（同+97.5％）上回る。

✓ 生産年齢人口は10,636人となり、現状推移の

7,769人を2,867人（同+36.9％）上回る。

✓ 20６５年の高齢化率は８ポイント改善し４３％と

なる。

【シミュレーション想定条件】
毎年７０人の流入
（0～4歳4人、5～9歳4人、10～14歳4人、15～19歳4人、20～24歳7.2人、25～29歳7.2人、30～34歳7.2人、35～39歳6人、40～44
歳6人、45～49歳6人、50～54歳3.2人、55～59歳3.2人、60～64歳3.2人 、65～69歳3.2人、70～74歳1.6人）
合計特殊出生率が1.60を推移
【合計 毎年70人（人口の0.2％）増】

＜現状推移＞

＜シミュレーション結果＞

6.高島市全体の人口推計【シミュレーション②】



18

◇ シミュレーション結果の解説

✓ 20６5年時点の人口ピラミッドは、現状

推移の場合が少子高齢化を示す逆三

角形型になることに比べて、シミュレー

ション条件の達成により、すべての年代

で増加が見込まれる。

✓ 児童・生徒数は、20６５年時点で、小学

生が993人となり、現状推移の５１７人

を４７６人（増減率+92.1％）上回り、

中学生が５３４人となり、現状推移の２９

１人を２４３人（同＋83.5％）上回る 。

◇ 人口ピラミッド（現状推移 → シミュレーション）

◇ 児童・生徒数（現状推移 → シミュレーション）

6.高島市全体の人口推計【シミュレーション②】



◇ 結果の比較（図参照）

✓ 「社人研」の推計に準拠した高島市の推計では、２０40年に35,645人、 ２０５０年に30,000人、2060年には23,979人になるとされている。

✓ 合計特殊出生率を2０４０年までに国民希望出生率（1.80）程度まで上昇させ、移住施策の拡充により継続的に転入者と定住者の増加を図
り、２０２２年以降は社会増を目指す推計（「高島市人口ビジョン」）では、20４０年に40,753人、２０５０年に37,000人、2060年には34,900
人になるとされている。

✓ 本シミュレーションでは前述のとおり、出生率が将来的に上昇することに加え、年代感のバランスのとれた人口構成を目指すために継続的に転
入者や移住者を獲得することを目標とし、推計を行った。

7.現状推移とシミュレーション結果の比較

19
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【マキノ地域の特徴】
・市の北部に位置し、滋賀県長浜市、福井県と隣接する。
・日本遺産に登録された「海津・西浜・知内の水辺景観」をはじめ、2015年度関西紅葉ランキング１
位に輝いたメタセコイア並木や海津大崎の桜、マキノ高原など観光資源の豊富な地域である。
・工業団地がある。
【マキノ地域の主な施設等】
高島市役所（マキノ支所）、北部消防署マキノ救急分遣所、JRマキノ駅、JR近江中庄駅、道の駅マキ
ノ追坂峠、市立マキノ中学校、市立マキノ東小学校、市立マキノ西小学校、市立マキノ南小学校、マキ
ノ土に学ぶ里研修センター、マキノ図書館、マキノ病院

◇ コーホート変化率（2020年 → 2025年）◇ 人口推移実績（マキノ地域、高島市）

2020年
2025年
（推計値）

増減 増減率

マキノ
地域

5,518 ⇒ 5,006 ▲512 ▲9.28%

男性 2,701 ⇒ 2,450 ▲251 ▲9.29%

女性 2,817 ⇒ 2,556 ▲261 ▲9.28%

高島市 48,200 ⇒ 44,949 ▲3,251 ▲6.74％

男性 23,576 ⇒ 22,003 ▲1,573 ▲6.67%

女性 24,624 ⇒ 22,947 ▲1,677 ▲6.81%

✓ マキノ地域の人口は、5年間で512人減の見込みとなっており、減少率は

9.28％である。

✓ 「４５～４９歳」の男女（男性２人・女性８人）で流入超過となっている。

✓ 一方で、「２５～２９歳」の男女（男性▲３５人・女性▲３１人）で流出超過

となっている。

8.地域別の人口推計

 8-1.マキノ地域【現状分析】

●合計特殊出生率 ０．８９    

●高齢化率 ４５％

20



21

◇ 将来推計人口と高齢化比率の推移

◇ 児童・生徒数の推移◇ 人口ピラミッド（2025年 → 2065年）

【2025年と20６５年の比較】

✓ 現状の流出入状況で推移した場合、地域人口は5,００６人

が1,381人となり3,625人減少（増減率▲72.4％）

✓ 年少人口は369人→４７人（同▲87.3％）に減少

✓ 生産年齢人口は2,401人→440人（同▲81.7％）に減

少

✓ 老年人口は2,236人→８９５人（同▲６０．０％）に減少し、

高齢化率は６５％まで上昇

✓ 児童・生徒数は２７４人→３４人（同▲８７．６％）に減少

✓ １５～４９歳までの女性は６４６人→８９人（同▲86.2％）に

減少

◇ 人口推移の解説

8.地域別の人口推計

 8-1.マキノ地域【現状推移】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 上記条件を毎年実現した場合、20６5年の地域

人口は1,903人となり、現状推移の1,381人

を５２２人（増減率+37.8％）上回る。

✓ 年少人口は１９１人となり、現状推移の４７人を１４４人

（同+306.4％）上回る。

✓ 生産年齢人口は７５１人となり、現状推移の４４０人を

 ３１１人（同+70.7％）上回る。

✓ 20６５年の高齢化率は１４ポイント改善し５１％

となる。

【シミュレーション想定条件】
毎年７．５人の流入
（0～4歳0.4人、5～9歳0.4人、10～14歳0.4人、15～19歳0.4人、20～24歳0.8人、25～29歳0.8人、30～34歳0.8人、35～39歳
0.6人、40～44歳0.6人、45～49歳0.6人、50～54歳0.4人、55～59歳0.4人、60～64歳0.4人 、65～69歳0.4人、70～74歳0.1人）
合計特殊出生率が5年ごとに変動
（2025年:1.60、2030年:1.65、2035年:1.70、2040年：1.75、2045年以降1.80）
【合計 毎年7.5人（人口の0.1％）増】

＜現状推移＞

＜シミュレーション結果＞

8.地域別の人口推計

 8-1.マキノ地域【シミュレーション①】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 人口ピラミッドによると、シミュレーション

では男女ともにほとんどの世代で人口が

増加する。

✓ 児童・生徒数は、206５年時点で小学生

が８２人となり、現状推移の２１人を６１人

（増減率＋290.5％）上回り、中学生が

４５人となり、現状推移の１３人を３２人

（同+２４６．２％）上回る。

◇ 人口ピラミッド（現状推移 → シミュレーション）

◇ 児童・生徒数（現状推移 → シミュレーション）

8.地域別の人口推計

 8-1マキノ地域【シミュレーション①】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 上記条件を毎年実現した場合、20６5年の地域

人口は1,854人となり、現状推移の1,381人

を４７３人（増減率+34.3％）上回る。

✓ 年少人口は165人となり、現状推移の４７人を１１８人

（同+251.1％）上回る。

✓ 生産年齢人口は７２７人となり、現状推移の４４０人を

 ２８７人（同+65.2％）上回る。

✓ 20６５年の高齢化率は１３ポイント改善し５２％

となる。

【シミュレーション想定条件】
毎年７．５人の流入
（0～4歳0.4人、5～9歳0.4人、10～14歳0.4人、15～19歳0.4人、20～24歳0.8人、25～29歳0.8人、30～34歳0.8人、35～39歳
0.6人、40～44歳0.6人、45～49歳0.6人、50～54歳0.4人、55～59歳0.4人、60～64歳0.4人 、65～69歳0.4人、70～74歳0.1人）
合計特殊出生率が1.60を推移
【合計 毎年7.5人（人口の0.1％）増】

＜現状推移＞

＜シミュレーション結果＞

8.地域別の人口推計

 8-1.マキノ地域【シミュレーション②】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 人口ピラミッドによると、シミュレーション

では男女ともにほとんどの世代で人口が

増加する。

✓ 児童・生徒数は、206５年時点で小学生

が72人となり、現状推移の２１人を51人

（増減率＋242.9％）上回り、中学生が

40人となり、現状推移の１３人を27人

（同+207.7％）上回る。

◇ 人口ピラミッド（現状推移 → シミュレーション）

◇ 児童・生徒数（現状推移 → シミュレーション）

8.地域別の人口推計

 8-1マキノ地域【シミュレーション②】



【今津地域の特徴】
・市の北西部に位置し、福井県と隣接する。
・南部は、商業施設や公的機関が集積し、行政・経済の中心となる地域である。
・北部は、農地と集落が分散して立地している地域である。
・今津港から長浜市への横断航路や竹生島行きの観光船が運航し、湖上の玄関口となっている。
・近江今津駅は、市内で唯一特急サンダーバードの停車駅である。
【今津地域の主な施設等】
高島市役所（今津支所）、高島市消防本部、高島警察署、滋賀県高島合同庁舎、大津家庭裁判所高
島出張所高島簡易裁判所、今津税務署、大津地方法務局高島出張所、県立高島高等学校、市立今
津中学校、市立今津北小学校、市立今津東小学校、JR近江今津駅、高島市民会館、今津図書館、今
津総合運動公園

◇ コーホート変化率（2020年 → 2025年）◇ 人口推移実績（今津地域、高島市）

2020年
2025年
（推計値）

増減 増減率

今津地域 11,376 ⇒ 10,432 ▲944 ▲8.29%

男性 5,638 ⇒ 5,181 ▲457 ▲8.10%

女性 5,738 ⇒ 5,251 ▲487 ▲8.48%

高島市 48,200 ⇒ 44,949 ▲3,251 ▲6.74％

男性 23,576 ⇒ 22,003 ▲1,573 ▲6.67%

女性 24,624 ⇒ 22,947 ▲1,677 ▲6.81%

✓ 今津地域の人口は、5年間で944人減の見込みとなっており、減少率は

8.29％である。

✓ 「50～54歳」の男女（男性１３人・女性７人）で流入超過となっている。

✓ 一方で、「２５～２９歳」の男女（男性▲９６人・女性▲７４人）で流出超過

となっている。

8.地域別の人口推計

 8-2.今津地域【現状分析】

●合計特殊出生率 1.18    

●高齢化率 37％

26
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◇ 将来推計人口と高齢化比率の推移

◇ 児童・生徒数の推移◇ 人口ピラミッド（2025年 → 2065年）

【2025年と20６５年の比較】

✓ 現状の流出入状況で推移した場合、地域人口は10,432

人が3,546人となり6,886人減少（増減率▲66.0％）

✓ 年少人口は９７５人→１７４人（同▲82.2％）に減少

✓ 生産年齢人口は5,552人→1,371人（同▲75.3％）に

減少

✓ 老年人口は3,906人→2,001人（同▲48.8％）に減少し、

高齢化率は５６％まで上昇

✓ 児童・生徒数は６７９人→１１９人（同▲82.5％）に減少

✓ １５～４９歳までの女性は1,555人→28８人（同

▲81.5％）に減少

◇ 人口推移の解説

8.地域別の人口推計

 8-2.今津地域【現状推移】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 上記条件を毎年実現した場合、20６5年の地域

人口は4,582人となり、現状推移の3,546人

を1,036人（増減率+29.2％）上回る。

✓ 年少人口は４４４人となり、現状推移の１７４人を２７０人

（同+155.2％）上回る。

✓ 生産年齢人口は2,007人となり、現状推移の1,371

人を６３６人（同+46.4％）上回る。

✓ 20６５年の高齢化率は９ポイント改善し４７％と

なる。

【シミュレーション想定条件】
毎年16.2人の流入
（0～4歳１人、5～9歳１人、10～14歳１人、15～19歳１人、20～24歳１．６人、25～29歳１．６人、30～34歳１．６人、35～39歳１．４人、40
～44歳１．４人、45～49歳１．４人、50～54歳０．７人、55～59歳０．７人、60～64歳０．７人 、65～69歳０．７人、70～74歳０．４人）
合計特殊出生率が5年ごとに変動
（2025年:1.60、2030年:1.65、2035年:1.70、2040年：1.75、2045年以降1.80）
【合計 毎年16.2人（人口の0.2％）増】

＜現状推移＞

＜シミュレーション結果＞

8.地域別の人口推計

 8-2.今津地域【シミュレーション①】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 人口ピラミッドによると、シミュレーション

では男女ともにほとんどの世代で人口が

増加する。

✓ 児童・生徒数は、206５年時点で小学生

が185人となり、現状推移の75人を110

人（増減率＋146.7％）上回り、中学生

が１００人となり、現状推移の４４人を５６

人（同+127.3％）上回る。

◇ 人口ピラミッド（現状推移 → シミュレーション）

◇ 児童・生徒数（現状推移 → シミュレーション）

8.地域別の人口推計

 8-2今津地域【シミュレーション①】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 上記条件を毎年実現した場合、20６5年の地域

人口は4,459人となり、現状推移の3,546人

を９１３人（増減率+25.7％）上回る。

✓ 年少人口は３８４人となり、現状推移の１７４人を２１０人

（同+120.7％）上回る。

✓ 生産年齢人口は1,944人となり、現状推移の1,371

人を５７３人（同+41.8％）上回る。

✓ 20６５年の高齢化率は８ポイント改善し４８％と

なる。

【シミュレーション想定条件】
毎年16.2人の流入
（0～4歳１人、5～9歳１人、10～14歳１人、15～19歳１人、20～24歳１．６人、25～29歳１．６人、30～34歳１．６人、35～39歳１．４人、40
～44歳１．４人、45～49歳１．４人、50～54歳０．７人、55～59歳０．７人、60～64歳０．７人 、65～69歳０．７人、70～74歳０．４人）
合計特殊出生率が1.60を推移
【合計 毎年16.2人（人口の0.2％）増】

＜現状推移＞

＜シミュレーション結果＞

8.地域別の人口推計

 8-2.今津地域【シミュレーション②】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 人口ピラミッドによると、シミュレーション

では男女ともにほとんどの世代で人口が

増加する。

✓ 児童・生徒数は、206５年時点で小学生

が161人となり、現状推移の75人を86

人（増減率＋114.7％）上回り、中学生

が89人となり、現状推移の４４人を45人

（同+102.3％）上回る。

◇ 人口ピラミッド（現状推移 → シミュレーション）

◇ 児童・生徒数（現状推移 → シミュレーション）

8.地域別の人口推計

 8-2今津地域【シミュレーション②】



【新旭地域の特徴】
・市の中心部に位置する。
・高島ちぢみ、高島帆布といった繊維業が盛んな地域である。
・高島市役所本庁の所在地である。
・新旭駅近くには、比較的新しい住宅が多く立地している。
【新旭地域の主な施設等】
高島市役所（本庁）、高島市観光物産プラザ、道の駅しんあさひ風車村、JR新旭駅、市立湖西中学
校、市立新旭北小学校、市立新旭南小学校、レーク滋賀農業協同組合高島地区統括本部、公益社
団法人びわ湖高島観光協会、新旭図書館、県立新旭養護学校

◇ コーホート変化率（2020年 → 2025年）◇ 人口推移実績（新旭地域、高島市）

2020年
2025年
（推計値）

増減 増減率

新旭地域 10,893 ⇒ 10,481 ▲412 ▲3.79%

男性 5,361 ⇒ 5,135 ▲226 ▲4.22%

女性 5,532 ⇒ 5,346 ▲186 ▲3.37%

高島市 48,200 ⇒ 44,949 ▲3,251 ▲6.74％

男性 23,576 ⇒ 22,003 ▲1,573 ▲6.67%

女性 24,624 ⇒ 22,947 ▲1,677 ▲6.81%

✓ 新旭地域の人口は、5年間で412人減の見込みとなっており、減少率は

3.79％である。

✓ 「２０～２４歳」の男（１１人）で流入超過となっている。

✓ 一方で、「２５～２９歳」の男女（男性▲６２人・女性▲３０人）で流出超過

となっている。

8.地域別の人口推計

 8-3.新旭地域【現状分析】

●合計特殊出生率 1.29    

●高齢化率 32％
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◇ 将来推計人口と高齢化比率の推移

◇ 児童・生徒数の推移◇ 人口ピラミッド（2025年 → 2065年）

【2025年と20６５年の比較】

✓ 現状の流出入状況で推移した場合、地域人口は10,481

人が5,720人となり4,761人減少（増減率▲45.4％）

✓ 年少人口は1,182人→５０７人（同▲57.1％）に減少

✓ 生産年齢人口は5,961人→2,742人（同▲54.0％）に

減少

✓ 老年人口は3,338人→2,471人（同▲26.0％）に減少し、

高齢化率は４３％まで上昇

✓ 児童・生徒数は７９５人→３３６人（同▲57.7％）に減少

✓ １５～４９歳までの女性は1,747人→783人（同

▲55.2％）に減少

◇ 人口推移の解説

8.地域別の人口推計

 8-3.新旭町【現状推移】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 上記条件を毎年実現した場合、20６5年の地域

人口は7,231人となり、現状推移の5,720人

を1,511人（増減率+26.4％）上回る。

✓ 年少人口は９８５人となり、現状推移の５０７人を４７８人

（同+94.3％）上回る。

✓ 生産年齢人口は3,639人となり、現状推移の2,742

人を897人（同+32.7％）上回る。

✓ 20６５年の高齢化率は７ポイント改善し３６％と

なる。

【シミュレーション想定条件】
毎年16.2人の流入
（0～4歳１人、5～9歳１人、10～14歳１人、15～19歳１人、20～24歳１．６人、25～29歳１．６人、30～34歳１．６人、35～39歳１．４人、40
～44歳１．４人、45～49歳１．４人、50～54歳０．７人、55～59歳０．７人、60～64歳０．７人 、65～69歳０．７人、70～74歳０．４人）
合計特殊出生率が5年ごとに変動
（2025年:1.60、2030年:1.65、2035年:1.70、2040年：1.75、2045年以降1.80）
【合計 毎年16.2人（人口の0.2％）増】

＜現状推移＞

＜シミュレーション結果＞

8.地域別の人口推計

 8-3.新旭地域【シミュレーション①】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 人口ピラミッドによると、シミュレーション

では男女ともに40歳以下の男女で増加

がみられ、人口ピラミッドが安定する。

✓ 児童・生徒数は、206５年時点で小学生

が４１１人となり、現状推移の２１８人を

193人（増減率＋88.5％）上回り、中学

生が２１４人となり、現状推移の１１８人を

９６人（同+81.4％）上回る。

◇ 人口ピラミッド（現状推移 → シミュレーション）

◇ 児童・生徒数（現状推移 → シミュレーション）

8.地域別の人口推計

 8-3新旭地域【シミュレーション①】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 上記条件を毎年実現した場合、20６5年の地域

人口は6,957人となり、現状推移の5,720人

を1,237人（増減率+21.6％）上回る。

✓ 年少人口は８４５人となり、現状推移の５０７人を３３８人

（同+66.7％）上回る。

✓ 生産年齢人口は3,505人となり、現状推移の2,742

人を763人（同+27.8％）上回る。

✓ 20６５年の高齢化率は６ポイント改善し３７％と

なる。

【シミュレーション想定条件】
毎年16.2人の流入
（0～4歳１人、5～9歳１人、10～14歳１人、15～19歳１人、20～24歳１．６人、25～29歳１．６人、30～34歳１．６人、35～39歳１．４人、40
～44歳１．４人、45～49歳１．４人、50～54歳０．７人、55～59歳０．７人、60～64歳０．７人 、65～69歳０．７人、70～74歳０．４人）
合計特殊出生率が1.60を推移
【合計 毎年16.2人（人口の0.2％）増】

＜現状推移＞

＜シミュレーション結果＞

8.地域別の人口推計

 8-3.新旭地域【シミュレーション②】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 人口ピラミッドによると、シミュレーション

では男女ともに40歳以下の男女で増加

がみられ、人口ピラミッドが安定する。

✓ 児童・生徒数は、206５年時点で小学生

が356人となり、現状推移の２１８人を

138人（増減率＋63.3％）上回り、中学

生が187人となり、現状推移の１１８人を

69人（同+58.5％）上回る。

◇ 人口ピラミッド（現状推移 → シミュレーション）

◇ 児童・生徒数（現状推移 → シミュレーション）

8.地域別の人口推計

 8-3新旭地域【シミュレーション②】



【安曇川地域の特徴】
・市の中心部に位置する。
・全国シェア90％を誇る扇骨の生産地である。
・国道沿いを中心に各種商業施設が所在し、経済の中心となる地域である。
【安曇川地域の主な施設等】
高島市役所（安曇川支所）、南部消防署、県立安曇川高等学校、市立安曇川中学校、市立安曇小学
校、市立青柳小学校、高島市商工会、JR安曇川駅、安曇川図書館、道の駅藤樹の里あどがわ、藤樹
の里文化芸術会館

◇ コーホート変化率（2020年 → 2025年）◇ 人口推移実績（安曇川地域、高島市）

2020年
2025年
（推計値）

増減 増減率

安曇川
地域

12,696 ⇒ 12,038 ▲658 ▲5.18%

男性 6,170 ⇒ 5,842 ▲328 ▲5.31%

女性 6,526 ⇒ 6,195 ▲331 ▲5.07%

高島市 48,200 ⇒ 44,949 ▲3,251 ▲6.74％

男性 23,576 ⇒ 22,003 ▲1,573 ▲6.67%

女性 24,624 ⇒ 22,947 ▲1,677 ▲6.81%

✓ 安曇川地域の人口は、5年間で658人減の見込みとなっており、減少率

は5.18％である。

✓ 「３５～３９歳」の男女（男性５人・女性１２人）で流入超過となっている。

✓ 一方で、「３０～３４歳」の男女（男性▲３０人・女性▲３８人）で流出超過

となっている。

8.地域別の人口推計

 8-4.安曇川地域【現状分析】

●合計特殊出生率 1.32    

●高齢化率 3６％
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◇ 将来推計人口と高齢化比率の推移

◇ 児童・生徒数の推移◇ 人口ピラミッド（2025年 → 2065年）

【2025年と20６５年の比較】

✓ 現状の流出入状況で推移した場合、地域人口は12,038

人が6,156人となり5,882人減少（増減率▲48.9％）

✓ 年少人口は1,231人→564人（同▲54.2％）に減少

✓ 生産年齢人口は6,432人→2,860人（同▲55.5％）に

減少

✓ 老年人口は4,375人→2,732人（同▲37.6％）に減少し、

高齢化率は４４％まで上昇

✓ 児童・生徒数は７９１人→３６３人（同▲54.1％）に減少

✓ １５～４９歳までの女性は1,973人→９０5人（同

▲54.1％）に減少

◇ 人口推移の解説

8.地域別の人口推計

 8-4.安曇川地域【現状推移】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 上記条件を毎年実現した場合、20６5年の地域

人口は7,770人となり、現状推移の6,156人

を1,614人（増減率+26.2％）上回る。

✓ 年少人口は1,057人となり、現状推移の５６４人を４９３

人（同+87.4％）上回る。

✓ 生産年齢人口は3,816人となり、現状推移の2,860

人を９５６人（同+33.4％）上回る。

✓ 20６５年の高齢化率は７ポイント改善し３7％と

なる。

【シミュレーション想定条件】
毎年18.8人の流入
（0～4歳１人、5～9歳１人、10～14歳１人、15～19歳１人、20～24歳２人、25～29歳２人、30～34歳２人、35～39歳1.6人、40～44歳
1.6人、45～49歳1.6人、50～54歳0.9人、55～59歳０．9人、60～64歳０．9人 、65～69歳０．9人、70～74歳０．４人）
合計特殊出生率が5年ごとに変動
（2025年:1.60、2030年:1.65、2035年:1.70、2040年：1.75、2045年以降1.80）
【合計 毎年18.8人（人口の0.2％）増】

＜現状推移＞

＜シミュレーション結果＞

8.地域別の人口推計

 8-4.安曇川地域【シミュレーション①】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 人口ピラミッドによると、シミュレーション

では男女ともに50歳以下の男女で増加

がみられ、人口ピラミッドが安定する。

✓ 児童・生徒数は、206５年時点で小学生

が430人となり、現状推移の236人を

194人（増減率＋82.2％）上回り、中学

生が221人となり、現状推移の127人を

94人（同+74.0％）上回る。

◇ 人口ピラミッド（現状推移 → シミュレーション）

◇ 児童・生徒数（現状推移 → シミュレーション）

8.地域別の人口推計

 8-4安曇川地域【シミュレーション①】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 上記条件を毎年実現した場合、20６5年の地域

人口は7,481人となり、現状推移の6,156人

を1,325人（増減率+21.5％）上回る。

✓ 年少人口は９０７人となり、現状推移の５６４人を３４３人

（同+60.8％）上回る。

✓ 生産年齢人口は3,677人となり、現状推移の2,860

人を817人（同+28.6％）上回る。

✓ 20６５年の高齢化率は５ポイント改善し３９％と

なる。

【シミュレーション想定条件】
毎年18.8人の流入
（0～4歳１人、5～9歳１人、10～14歳１人、15～19歳１人、20～24歳２人、25～29歳２人、30～34歳２人、35～39歳1.6人、40～44歳
1.6人、45～49歳1.6人、50～54歳0.9人、55～59歳０．9人、60～64歳０．9人 、65～69歳０．9人、70～74歳０．４人）
合計特殊出生率が1.60を推移
【合計 毎年18.8人（人口の0.2％）増】

＜現状推移＞

＜シミュレーション結果＞

8.地域別の人口推計

 8-4.安曇川地域【シミュレーション②】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 人口ピラミッドによると、シミュレーション

では男女ともに50歳以下の男女で増加

がみられ、人口ピラミッドが安定する。

✓ 児童・生徒数は、206５年時点で小学生

が372人となり、現状推移の236人を

136人（増減率＋57.6％）上回り、中学

生が194人となり、現状推移の127人を

67人（同+52.8％）上回る。

◇ 人口ピラミッド（現状推移 → シミュレーション）

◇ 児童・生徒数（現状推移 → シミュレーション）

8.地域別の人口推計

 8-4安曇川地域【シミュレーション②】



【高島地域の特徴】
・市の南に位置し、滋賀県大津市と隣接する。
・日本遺産に登録された「大溝の水辺景観」や白鬚神社（近江最古）、旧城下町の町並みが保存さ
れている。
・畑の棚田は、「日本の棚田百選」に選ばれている。
【高島地域の主な施設等】
高島市役所（高島支所）、高島市民病院、市立高島中学校、市立高島小学校、JR近江高島駅、高島
B&G海洋センター、高島市生涯学習センター「アイリッシュパーク」、高島図書館

◇ コーホート変化率（2020年 → 2025年）◇ 人口推移実績（高島地域、高島市）

2020年
2025年
（推計値）

増減 増減率

高島地域 6,032 ⇒ 5,554 ▲478 ▲7.93%

男性 2,885 ⇒ 2,667 ▲218 ▲7.56%

女性 3,147 ⇒ 2,887 ▲260 ▲8.27%

高島市 48,200 ⇒ 44,949 ▲3,251 ▲6.74％

男性 23,576 ⇒ 22,003 ▲1,573 ▲6.67%

女性 24,624 ⇒ 22,947 ▲1,677 ▲6.81%

✓ 高島地域の人口は、5年間で478人減の見込みとなっており、減少率は

7.93％である。

✓ 「４０～４４歳」の男女（男性４人・女性９人）で流入超過となっている。

✓ 一方で、「２５～２９歳」の男女（男性▲３５人・女性▲３４人）で流出超過

となっている。

8.地域別の人口推計

 8-5.高島地域【現状分析】

●合計特殊出生率 1.07    

●高齢化率 40％
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◇ 将来推計人口と高齢化比率の推移

◇ 児童・生徒数の推移◇ 人口ピラミッド（2025年 → 2065年）

【2025年と20６５年の比較】

✓ 現状の流出入状況で推移した場合、地域人口は5,554人

が1,869人となり3,685人減少（増減率▲66.3％）

✓ 年少人口は５３１人→８５人（同▲84.0％）に減少

✓ 生産年齢人口は2,822人→710人（同▲74.8％）に減

少

✓ 老年人口は2,200人→1,074人（同▲51.2％）に減少し、

高齢化率は５７％まで上昇

✓ 児童・生徒数は３８４人→６２人（同▲８３．９％）に減少

✓ １５～４９歳までの女性は８１４人→１３５人（同▲83.4％）

に減少

◇ 人口推移の解説

8.地域別の人口推計

 8-5.高島地域【現状推移】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 上記条件を毎年実現した場合、20６5年の地域

人口は2,509人となり、現状推移の1,869人

を640人（増減率+34.2％）上回る。

✓ 年少人口は257人となり、現状推移の85人を172人

（同+202.4％）上回る。

✓ 生産年齢人口は1,102人となり、現状推移の710人を

３９２人（同+55.2％）上回る。

✓ 20６５年の高齢化率は１１ポイント改善し４６％

となる。

【シミュレーション想定条件】
毎年9.2人の流入
（0～4歳0.5人、5～9歳0.5人、10～14歳0.5人、15～19歳0.5人、20～24歳１人、25～29歳１人、30～34歳１人、35～39歳0.8人、40
～44歳0.8人、45～49歳0.8人、50～54歳0.4人、55～59歳0.4人、60～64歳0.4人 、65～69歳0.4人、70～74歳０．２人）
合計特殊出生率が5年ごとに変動
（2025年:1.60、2030年:1.65、2035年:1.70、2040年：1.75、2045年以降1.80）
【合計 毎年9.2人（人口の0.2％）増】

＜現状推移＞

＜シミュレーション結果＞

8.地域別の人口推計

 8-5.高島地域【シミュレーション①】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 人口ピラミッドによると、シミュレーション

では20歳以下で若干の改善がみられる。

✓ 児童・生徒数は、206５年時点で小学生

が１１２人となり、現状推移の３９人を

７３人（増減率＋187.2％）上回り、中学

生が６２人となり、現状推移の２３人を

３９人（同+169.6％）上回る。

◇ 人口ピラミッド（現状推移 → シミュレーション）

◇ 児童・生徒数（現状推移 → シミュレーション）

8.地域別の人口推計

 8-5高島地域【シミュレーション①】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 上記条件を毎年実現した場合、20６5年の地域

人口は2,439人となり、現状推移の1,869人

を570人（増減率+30.5％）上回る。

✓ 年少人口は223人となり、現状推移の85人を138人

（同+162.4％）上回る。

✓ 生産年齢人口は1,067人となり、現状推移の710人を

357人（同+50.3％）上回る。

✓ 20６５年の高齢化率は１0ポイント改善し４7％

となる。

【シミュレーション想定条件】
毎年9.2人の流入
（0～4歳0.5人、5～9歳0.5人、10～14歳0.5人、15～19歳0.5人、20～24歳１人、25～29歳１人、30～34歳１人、35～39歳0.8人、40
～44歳0.8人、45～49歳0.8人、50～54歳0.4人、55～59歳0.4人、60～64歳0.4人 、65～69歳0.4人、70～74歳０．２人）
合計特殊出生率が1.60を推移
【合計 毎年9.2人（人口の0.2％）増】

＜現状推移＞

＜シミュレーション結果＞

8.地域別の人口推計

 8-5.高島地域【シミュレーション②】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 人口ピラミッドによると、シミュレーション

では20歳以下で若干の改善がみられる。

✓ 児童・生徒数は、206５年時点で小学生

が98人となり、現状推移の３９人を59人

（増減率＋151.3％）上回り、中学生が

  ５５人となり、現状推移の２３人を３２人

（同+139.1％）上回る。

◇ 人口ピラミッド（現状推移 → シミュレーション）

◇ 児童・生徒数（現状推移 → シミュレーション）

8.地域別の人口推計

 8-5高島地域【シミュレーション②】



【朽木地域の特徴】
・市の西部に位置し、滋賀県大津市、京都府、福井県と隣接する。
・地区の大半を山林が占める。
・戦国時代から江戸時代にかけて、若狭から京都へ鯖を運ぶための重要な交通路があり、鯖街道と
呼ばれている。
・高島市で唯一琵琶湖に面していない地域である。
【朽木地域の主な施設等】
高島市役所（朽木支所）、北部消防署朽木分遣所、高島市民病院朽木診療所、市立朽木中学校、市
立朽木東小学校、市立朽木西小学校、道の駅くつき新本陣、朽木図書サロン

◇ コーホート変化率（2020年 → 2025年）◇ 人口推移実績（朽木地域、高島市）

2020年
2025年
（推計値）

増減 増減率

朽木地域 1,685 ⇒ 1,453 ▲232 ▲13.76%

男性 821 ⇒ 732 ▲89 ▲10.87%

女性 864 ⇒ 721 ▲143 ▲16.51%

高島市 48,200 ⇒ 44,949 ▲3,251 ▲6.74％

男性 23,576 ⇒ 22,003 ▲1,573 ▲6.67%

女性 24,624 ⇒ 22,947 ▲1,677 ▲6.81%

✓ 朽木地域の人口は、5年間で232人減の見込みとなっており、減少率は

13.76％である。

✓ 「４5～４９歳」の男女（男性２人・女性１人）で流入超過となっている。

✓ 一方で、「２５～２９歳」の男女（男性▲８人・女性▲１４人）で流出超過と

なっている。

8.地域別の人口推計

 8-6.朽木地域【現状分析】

●合計特殊出生率 1.12    

●高齢化率 ４９％
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◇ 将来推計人口と高齢化比率の推移

◇ 児童・生徒数の推移◇ 人口ピラミッド（2025年 → 2065年）

【2025年と20６５年の比較】

✓ 現状の流出入状況で推移した場合、地域人口は1,453人

が３２３人となり1,130人減少（増減率▲77.8％）

✓ 年少人口は97人→６人（同▲93.8％）に減少

✓ 生産年齢人口は648人→１１２人（同▲82.7％）に減少

✓ 老年人口は708人→２０６人（同▲70.9％）に減少し、高

齢化率は６４％まで上昇

✓ 児童・生徒数は６８人→５人（同▲92.6％）に減少

✓ １５～４９歳までの女性は１６３人→９人（同▲94.5％）に

減少

◇ 人口推移の解説

8.地域別の人口推計

 8-6.朽木地域【現状推移】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 上記条件を毎年実現した場合、20６5年の地域

人口は415人となり、現状推移の323人を92

人（増減率+28.5％）上回る。

✓ 年少人口は２２人となり、現状推移の６人を１６人（同

+266.7％）上回る。

✓ 生産年齢人口は170人となり、現状推移の１１２人を

58人（同+51.8％）上回る。

✓ 20６５年の高齢化率は10ポイント改善し５４％

となる。

【シミュレーション想定条件】
毎年2.1人の流入
（0～4歳0.１人、5～9歳0.１人、10～14歳0.１人、15～19歳0.１人、20～24歳0.2人、25～29歳0.2人、30～34歳0.2人、35～39歳
０．２人、40～44歳0.2人、45～49歳0.2人、50～54歳0.1人、55～59歳0.1人、60～64歳0.１人 、65～69歳0.１人、70～74歳０．１人）
合計特殊出生率が5年ごとに変動
（2025年:1.60、2030年:1.65、2035年:1.70、2040年：1.75、2045年以降1.80）
【合計 毎年2.1人（人口の0.1％）増】

＜現状推移＞

＜シミュレーション結果＞

8.地域別の人口推計

 8-6.朽木地域【シミュレーション①】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 人口ピラミッドによると、シミュレーション

でもほとんど改善はみられない。

✓ 児童・生徒数は、206５年時点で小学生

が９人となり、現状推移の３人を

６人（増減率＋200.0％）上回り、中学

生が５人となり、現状推移の２人を

３人（同+150.0％）上回る。

◇ 人口ピラミッド（現状推移 → シミュレーション）

◇ 児童・生徒数（現状推移 → シミュレーション）

8.地域別の人口推計

 8-6朽木地域【シミュレーション①】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 上記条件を毎年実現した場合、20６5年の地域

人口は410人となり、現状推移の３２３人を８７

人（増減率+26.9％）上回る。

✓ 年少人口は１９人となり、現状推移の６人を１３人（同

+216.7％）上回る。

✓ 生産年齢人口は１６７人となり、現状推移の１１２人を

  ５５人（同+49.1％）上回る。

✓ 20６５年の高齢化率は9ポイント改善し５5％と

なる。

【シミュレーション想定条件】
毎年2.1人の流入
（0～4歳0.１人、5～9歳0.１人、10～14歳0.１人、15～19歳0.１人、20～24歳0.2人、25～29歳0.2人、30～34歳0.2人、35～39歳
０．２人、40～44歳0.2人、45～49歳0.2人、50～54歳0.1人、55～59歳0.1人、60～64歳0.１人 、65～69歳0.１人、70～74歳０．１人）
合計特殊出生率が1.60を推移
【合計 毎年2.1人（人口の0.1％）増】

＜現状推移＞

＜シミュレーション結果＞

8.地域別の人口推計

 8-6.朽木地域【シミュレーション②】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 人口ピラミッドによると、シミュレーション

でもほとんど改善はみられない。

✓ 児童・生徒数は、206５年時点で小学生

が8人となり、現状推移の３人を5人（増

減率＋166.7％）上回り、中学生が４人と

な り 、 現 状 推移 の ２ 人 を ２ 人 （ 同

+100.0％）上回る。

◇ 人口ピラミッド（現状推移 → シミュレーション）

◇ 児童・生徒数（現状推移 → シミュレーション）

8.地域別の人口推計

 8-6朽木地域【シミュレーション②】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 上記条件を毎年実現した場合、20６5年の市

内 人 口 は 34,521 人 と な り 、 現 状 推 移 の

18,295人を16,226人（増減率+88.7％）

上回る。

✓ 年少人口は4,364人となり、現状推移の1,194人を

3,170人（同+265.5％）上回る。

✓ 生産年齢人口は18,010人となり、現状推移の

7,769人を10,241人（同+131.8％）上回る。

✓ 20６５年の高齢化率は16ポイント改善し３５％

となる。

✓ 人口の安定推移を達成するためには、上記シ

ミュレーションの達成が目標となる。

【シミュレーション想定条件】
毎年341人の流入
（0～4歳20人、5～9歳20人、10～14歳20人、15～19歳20人、20～24歳35人、25～29歳35人、30～34歳35人、35～39歳30人、40
～44歳30人、45～49歳30人、50～54歳15人、55～59歳15人、60～64歳15人 、65～69歳15人、70～74歳6人）
合計特殊出生率が1.60を推移
【合計 毎年３４１人（人口の0.８％）増】

＜現状推移＞

＜シミュレーション結果＞

9.地域別の人口推計

 【参考】高島市全体【追加シミュレーション】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 20６5年時点の人口ピラミッドは、現状

推移の場合が少子高齢化を示す逆三

角形型になることに比べて、シミュレー

ション条件の達成により、すべての年代

で増加が見込まれる。

✓ 児童・生徒数は、20６５年時点で、小学

生が1,819人となり、現状推移の５１７

人を1,302人（増減率+251.8％）上

回り、中学生が956人となり、現状推移

の２９１人を６６５人（同＋228.5％）上

回る 。

◇ 人口ピラミッド（現状推移 → シミュレーション）

◇ 児童・生徒数（現状推移 → シミュレーション）

9.地域別の人口推計

 【参考】高島市全体【追加シミュレーション】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 上記条件を毎年実現した場合、20６5年の地域

人口は7,314人となり、現状推移の3,546人

を3,768人（増減率+106.3％）上回る。

✓ 年少人口は1,048人となり、現状推移の１７４人を874

人（同+502.3％）上回る。

✓ 生産年齢人口は4,092人となり、現状推移の1,371

人を2,721人（同+198.5％）上回る。

✓ 20６５年の高齢化率は２６ポイント改善し３０％

となる。

✓ 人口の安定推移を達成するためには、上記シ

ミュレーションの達成が目標となる。

【シミュレーション想定条件】
毎年80人の流入
・20代後半の男女20人が毎年流入
・30代前半で子ども（０～４歳）が１人いる夫婦が毎年20組流入
合計特殊出生率が1.５０を推移
【合計 毎年80人（人口の0.8％）増】

＜現状推移＞

＜シミュレーション結果＞

9.地域別の人口推計

 【参考】今津地域【追加シミュレーション】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 人口ピラミッドによると、シミュレーション

では30歳以下の人口が安定する。

✓ 児童・生徒数は、206５年時点で小学生

が４１２人となり、現状推移の75人を３３７

人（増減率＋４４９．３％）上回り、中学生

が２０３人となり、現状推移の４４人を１５９

人（同+３６１．４％）上回る。

◇ 人口ピラミッド（現状推移 → シミュレーション）

◇ 児童・生徒数（現状推移 → シミュレーション）

9.地域別の人口推計

 【参考】今津地域【追加シミュレーション】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 上記条件を毎年実現した場合、20６5年の地域

人口は653人となり、現状推移の３２３人を330

人（増減率+102.2％）上回る。

✓ 年少人口は74人となり、現状推移の６人を68人（同

+1133.3％）上回る。

✓ 生産年齢人口は350人となり、現状推移の１１２人を

  238人（同+212.5％）上回る。

✓ 20６５年の高齢化率は29ポイント改善し35％

となる。

【シミュレーション想定条件】
毎年９人の流入
・30第前半で子ども（０～４歳）が１人いる夫婦が毎年３組流入
合計特殊出生率が1.３０を推移
【合計 毎年９人（人口の0.６％）増】

＜現状推移＞

＜シミュレーション結果＞

9.地域別の人口推計

 【参考】朽木地域【追加シミュレーション】
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◇ シミュレーション結果の解説

✓ 人口ピラミッドによると、シミュレーション

ではほとんどの年代で人口の増加がみら

れる。

✓ 児童・生徒数は、206５年時点で小学生

が27人となり、現状推移の３人を24人

（増減率＋800.0％）上回り、中学生が

13人となり、現状推移の２人を11人（同

+550.0％）上回る。

◇ 人口ピラミッド（現状推移 → シミュレーション）

◇ 児童・生徒数（現状推移 → シミュレーション）

9.地域別の人口推計

 【参考】朽木地域【追加シミュレーション】
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9.地域別の人口推計

 【参考】各地域の15～49歳女性の人口推移
各町の 1 5～ 4 9歳の女性の人口

（ 人 ）

（ 年 ）

年代 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

マキノ地域 805 647 499 406 291 227 185 147 112 88

今津地域 1,893 1,555 1,247 1,020 840 683 544 435 355 287

新旭地域 1,988 1,747 1,551 1,416 1,290 1,183 1,076 962 878 782

安曇川地域 2,153 1,972 1,779 1,620 1,430 1,328 1,214 1,117 992 906

高島地域 984 814 639 499 415 327 265 212 165 135

朽木地域 225 163 124 83 57 41 29 20 15 10



地域名
2025年地域人口

2025年合計特殊出生率
（推計値）

シミュレーション想定条件
2065年人口
（シミュレーション

結果）

2065年人口
（現状推移）シミュレーション

パターン
世代別流入条件、合計特殊出生率条件 転入数

【高島市全体】
44,949人

1.21

シミュレーション①

毎年70人の流入
（0～4歳4人、5～9歳4人、10～14歳4人、15～19歳4人、20～24歳7.2人、25～29歳
7.2人、30～34歳7.2人、35～39歳6人、40～44歳6人、45～49歳6人、50～54歳3.2
人、55～59歳3.2人、60～64歳3.2人 、65～69歳3.2人、70～74歳1.6人）
合計特殊出生率が5年ごとに変動
（2025年:1.60、2030年:1.65、2035年:1.70、2040年：1.75、2045年以降1.80）

毎年70人 23,668人

18,295人

シミュレーション②

毎年70人の流入
（0～4歳4人、5～9歳4人、10～14歳4人、15～19歳4人、20～24歳7.2人、25～29歳
7.2人、30～34歳7.2人、35～39歳6人、40～44歳6人、45～49歳6人、50～54歳3.2
人、55～59歳3.2人、60～64歳3.2人 、65～69歳3.2人、70～74歳1.6人）
合計特殊出生率が1.60を推移

毎年70人 22,915人

【マキノ地域】
5,006人

0.89

シミュレーション①

毎年7.5人の流入
（0～4歳0.4人、5～9歳0.4人、10～14歳0.4人、15～19歳0.4人、20～24歳0.8人、
25～29歳0.8人、30～34歳0.8人、35～39歳0.6人、40～44歳0.6人、45～49歳0.6人、
50～54歳0.4人、55～59歳0.4人、60～64歳0.4人 、65～69歳0.4人、70～74歳0.1
人）
合計特殊出生率が5年ごとに変動
（2025年:1.60、2030年:1.65、2035年:1.70、2040年：1.75、2045年以降1.80）

毎年7.5人 1,903人

1,381人

シミュレーション②

毎年7.5人の流入
（0～4歳0.4人、5～9歳0.4人、10～14歳0.4人、15～19歳0.4人、20～24歳0.8人、
25～29歳0.8人、30～34歳0.8人、35～39歳0.6人、40～44歳0.6人、45～49歳0.6人、
50～54歳0.4人、55～59歳0.4人、60～64歳0.4人 、65～69歳0.4人、70～74歳0.1
人）
合計特殊出生率が1.60を推移

毎年7.5人 1,854人

【今津地域】
10,432人

1.18

シミュレーション①

毎年16.2人の流入
（0～4歳１人、5～9歳1人、10～14歳1人、15～19歳1人、20～24歳1.6人、25～29
歳1.6人、30～34歳1.6人、35～39歳1.4人、40～44歳1.4人、45～49歳1.4人、50～
54歳0.7人、55～59歳0.7人、60～64歳0.7人 、65～69歳0.7人、70～74歳0.4人）
合計特殊出生率が5年ごとに変動
（2025年:1.60、2030年:1.65、2035年:1.70、2040年：1.75、2045年以降1.80）

毎年16.2人 4,582人

3, 546人

シミュレーション②

毎年16.2人の流入
（0～4歳１人、5～9歳1人、10～14歳1人、15～19歳1人、20～24歳1.6人、25～29
歳1.6人、30～34歳1.6人、35～39歳1.4人、40～44歳1.4人、45～49歳1.4人、50～
54歳0.7人、55～59歳0.7人、60～64歳0.7人 、65～69歳0.7人、70～74歳0.4人）
合計特殊出生率が1.60を推移

毎年16.2人 4,459人

【地域別】

10.シミュレーション内容と結果

 地域別のシミュレーション内容と結果
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地域名
2025年地域人口

2025年合計特殊出生率
（推計値）

シミュレーション想定条件
2065年人口
（シミュレーション

結果）

2065年人口
（現状推移）シミュレーション

パターン
世代別流入条件、合計特殊出生率条件 転入数

【新旭地域】
10,481人

1.29

シミュレーション①

毎年16.2人の流入
（0～4歳1人、5～9歳1人、10～14歳1人、15～19歳1人、20～24歳1.6人、25～29
歳1.6人、30～34歳1.6人、35～39歳1.4人、40～44歳1.4人、45～49歳1.4人、50～
54歳0.7人、55～59歳0.7人、60～64歳0.7人 、65～69歳0.7人、70～74歳0.4人）
合計特殊出生率が5年ごとに変動
（2025年:1.60、2030年:1.65、2035年:1.70、2040年：1.75、2045年以降1.80）

毎年16.2人 7,231人

5,720人

シミュレーション②

毎年16.2人の流入
（0～4歳1人、5～9歳1人、10～14歳1人、15～19歳1人、20～24歳1.6人、25～29
歳1.6人、30～34歳1.6人、35～39歳1.4人、40～44歳1.4人、45～49歳1.4人、50～
54歳0.7人、55～59歳0.7人、60～64歳0.7人 、65～69歳0.7人、70～74歳0.4人）
合計特殊出生率が1.60を推移

毎年16.2人 6,957人

【安曇川地域】
12,038人

1.32

シミュレーション①

毎年18.8人の流入
（0～4歳1人、5～9歳1人、10～14歳1人、15～19歳1人、20～24歳2人、25～29歳2
人、30～34歳2人、35～39歳1.6人、40～44歳1.6人、45～49歳1.6人、50～54歳0.9
人、55～59歳0.9人、60～64歳0.9人 、65～69歳0.9人、70～74歳0.4人）
合計特殊出生率が5年ごとに変動
（2025年:1.60、2030年:1.65、2035年:1.70、2040年：1.75、2045年以降1.80）

毎年18.8人 7,770人

6,156人

シミュレーション②

毎年18.8人の流入
（0～4歳1人、5～9歳1人、10～14歳1人、15～19歳1人、20～24歳2人、25～29歳2
人、30～34歳2人、35～39歳1.6人、40～44歳1.6人、45～49歳1.6人、50～54歳0.9
人、55～59歳0.9人、60～64歳0.9人 、65～69歳0.9人、70～74歳0.4人）
合計特殊出生率が1.60を推移

毎年18.8人 7,481人

【高島地域】
5,554人

1.07

シミュレーション①

毎年9.2人の流入
（0～4歳0.5人、5～9歳0.5人、10～14歳0.5人、15～19歳0.5人、20～24歳1人、25
～29歳1人、30～34歳1人、35～39歳0.8人、40～44歳0.8人、45～49歳0.8人、50
～54歳0.4人、55～59歳0.4人、60～64歳0.4人 、65～69歳0.4人、70～74歳0.2人）
合計特殊出生率が5年ごとに変動
（2025年:1.60、2030年:1.65、2035年:1.70、2040年：1.75、2045年以降1.80）

毎年9.2人 2,509人

1,869人

シミュレーション②

毎年9.2人の流入
（0～4歳0.5人、5～9歳0.5人、10～14歳0.5人、15～19歳0.5人、20～24歳1人、25
～29歳1人、30～34歳1人、35～39歳0.8人、40～44歳0.8人、45～49歳0.8人、50
～54歳0.4人、55～59歳0.4人、60～64歳0.4人 、65～69歳0.4人、70～74歳0.2人）
合計特殊出生率が1.60を推移

毎年9.2人 2,439人

【地域別】

10.シミュレーション内容と結果

 地域別のシミュレーション内容と結果
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地域名
2025年地域人口

2025年合計特殊出生率
（推計値）

シミュレーション想定条件
2065年人口
（シミュレーション

結果）

2065年人口
（現状推移）シミュレーション

パターン
世代別流入条件、合計特殊出生率条件 転入数

【朽木地域】
1,453人

1.12

シミュレーション①

毎年2.1人の流入
（0～4歳0.１人、5～9歳0.１人、10～14歳0.１人、15～19歳0.１人、20～24歳0.2人、
25～29歳0.2人、30～34歳0.2人、35～39歳0.2人、40～44歳0.2人、45～49歳0.2人、
50～54歳0.1人、55～59歳0.1人、60～64歳0.１人 、65～69歳0.１人、70～74歳0.1
人）
合計特殊出生率が5年ごとに変動
（2025年:1.60、2030年:1.65、2035年:1.70、2040年：1.75、2045年以降1.80）

毎年2.1人 415人

323人

シミュレーション②

毎年2.1人の流入
（0～4歳0.１人、5～9歳0.１人、10～14歳0.１人、15～19歳0.１人、20～24歳0.2人、
25～29歳0.2人、30～34歳0.2人、35～39歳0.2人、40～44歳0.2人、45～49歳0.2人、
50～54歳0.1人、55～59歳0.1人、60～64歳0.１人 、65～69歳0.１人、70～74歳0.1
人）
合計特殊出生率が1.60を推移

毎年2.1人 410人

【地域別】

10.シミュレーション内容と結果

 地域別のシミュレーション内容と結果
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11.【参考事例１】他地域における取組 ～高知県四万十町～

✓ 高知県四万十町は、高知県の西南部に位置

する人口15,607人、高齢化率45%(2020

年国勢調査)の地域。

✓ 移住交流推進機構（ＪＯＩＮ）等のインターネッ

トサイトでの広報、東京や大阪で実施される

高知県の移住フェアへの参加、移住相談員や

移住サポーターの配置、町内での移住体験ツ

アーの実施など、多彩な移住促進策を実施。

✓ 移住者への住宅対策として、お試し滞在施設

の設置、空き家情報の提供、ＵＩＪターン者への

家賃助成（１．５万円×１２か月）や住宅改修

費用の助成（上限３２６．３万円）に加え、平成

２６年からは中間管理住宅整備事業（町が空

き家を借上げ、水回り等をリフォームした上で、

移住者への賃貸を行う事業）を実施。これま

で同事業により45棟の空き家活用を実現。

✓ 定住促進対策として、若者定住促進支援事

業（40歳以下を対象とした住宅取得経費の

補助、上限１００万円）等を実施している。

✓ 中学生以下の医療費の無償化に加え、町内

に産科・小児科がないことを踏まえ、町外への

通院費の助成を行うとともに、２４時間対応で

健康・医療関係の電話相談を受け付けるなど

の支援を行っている。

◇ 高知県四万十町の移住・定住推進策 ◇ お試し滞在施設の整備及び管理運営

入居対象者
・将来的に四万十町への移住を考えている方
・入居期間中、周辺の地域住民と交流がもてる方

入居期間 １ヵ月単位（最長３ヵ月）

家賃 １ヵ月１～2万円（光熱水費は別途必要）

設備
基本的な家具、電化製品、食器類、寝具等は備え付けており、
すぐに生活可

持参するもの タオル、歯ブラシ等の生活用品

ネット環境
契約により使用可能
(※契約不要の物件もあり)

• 移住希望者にとって、新たな土地へ移り住むことは期待と同時に大きな不安があること
から、短中期的に四万十町を体験してもらうことで、町の魅力を直接感じてもらうととも
に、不安を解消してもらうことを目的に、2012年度から「お試し滞在施設」の整備に着
手し、これまでに5棟を整備。

• お試し滞在施設の利用が移住につながったケースもあり、一定の効果をあげている。

• 施設を利用した方に本町へ定住してもらうための施策として、各種補助金を整備。移
住者の増加と同様、補助制度を活用する利用者も年々増加し、「移住から定住へ」と
いった流れが確立されてきた。

○移住促進家賃支援事業補助金 ・・・上限 1.5万円×12月

○空き家活用事業費補助金 ・・・上限 270万円

○若者定住支援事業補助金 ・・・上限 100万円

○家族支え合い居住支援事業補助金 ・・・上限 100万円

◇ お試し滞在施設の概要



11.【参考事例２】他地域における取組 ～愛媛県西条市～
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◇ オーダーメイド型移住体験ツアー

✓ 西条市は愛媛県東部に位置し、人口108,246

人、高齢化率32%（2020年国勢調査）。

✓ 日本一の生産量を誇るはだか麦やあたご柿、

春の七草など、多種多様な農作物の一大産地

であるとともに、飲料、電気機械などの工場が

立地し、四国最大規模の工業地帯となっている。

✓ 宝島社が発行する「田舎暮らしの本」で発表

された「住みたい田舎ベストランキング」にお

いて2020から2022年まで3年連続、若者世

代部門で全国1位。

✓ 移住者数の推移は、2017年度106人、

2018年度 289人 、 2019年度 346人 、

2020年度358人、2021年度1,177人と

なっており、移住プロジェクト開始の2018年

度以降着実に移住者を増やしている。また、

移住者の約8割が若者世代である。

✓ コロナ禍においてもインターネットの効力を十

分に活用したオンライン相談や、若い起業家

の支援にも注力し、若い世代の活力がさらに

若者を呼ぶという好循環を生んでいる。

◇ 愛媛県西条市の概要と移住施策

◇ 移住×プロモーション

• 往復の交通費や宿泊費、食費が全て無料かつ、「場所」ではなく「人」へのアクセスを優先
した「オーダーメイド型」の個別移住体験ツアーを実施。

• ツアー内容は参加した移住検討者それぞれのライフスタイルや関心事に合わせてカスタマイ
ズされ、また、先輩移住者や地元農家、企業の社員や学校の先生など、地域住民から話
を聞くことができる。それにより、移住後のイメージを持ちやすく、移住者の増加につながって
いる。

• 移住推進を担う移住推進課と連携し、シティプロモーション推進課が移住に関する情報発
信を行っている。HP、SNS、オウンドメディアに加え、テレビ、ラジオ、YouTubeなど様々なメ
ディアで、若い子育て世代を中心としたアプローチを実施することで、「メディアがメディアを呼
ぶ」「移住者が移住者を呼ぶ」２つの好循環が生まれた。

• また、地域内への情報発信にも力を入れており、広報誌「広報さいじょう」が全国広報コン
クールで総務大臣賞を受賞している。
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11.【参考事例３】他地域における取組 ～山梨県身延町～

✓ 山梨県身延町は、山梨県の南部に位置する

人口１０，６６３人、高齢化率４７．６％（２０２０

年国勢調査）の地域。

✓ 移住交流推進機構（ＪＯＩＮ）等のインターネッ

トサイトでの情報発信に注力。充実した子育

て支援制度をアピールするため、移住・定住

パンフレットを子育て世代をターゲットにした

デザインにしている。

✓ 移住者のニーズに対応した住宅対策として、

田舎暮らし体験施設を運営。町の四季を感じ

てもらうため１～２年の滞在を可能にし、長期

滞在で町を体験できる。

✓ 移住定住に関する各種祝金として、「移住・定

住祝金」、「定住促進祝金」を用意。他の自治

体では補助金が多い中で、利用用途を問わ

ない祝金にすることで、なるべく多くの人に利

用を促すとともに、他自治体との差別化を

図っている。

✓ 身延町子育て全力サポート宣言を掲げ、高校

生以下の医療費の無償化、高校生以下の町

営バスの無料化、中学生まで給食費全額補

助など、産前から高校生まで一貫した手厚い

子育てサポートを実施している。

◇ 山梨県身延町の移住・定住推進策 ◇ 移住・定住祝金

• 定住促進を図るため、移住・定住祝金を制定。（令和2年4月1日～令和6年3月
31日の期間限定措置）

• 他の自治体では補助金という扱いが多いなかで、利用用途を問わない祝金にすること
で、なるべく多くの人の活用を促すとともに、他自治体との差別化を図る。

◇ 移住・定住祝金の種類

対象者 祝金

住宅を新築した移住者 50万円

町分譲地に新築した町民 50万円

町分譲地に新築した移住者 100万円

対象者 祝金

空き家・土地バンク制度を利用し、中古物件を購入した移住者 20万円

対象者 祝金

空き家・土地バンク制度を利用し、転入した移住者 10万円

◆ 新築住宅祝金

◆ 住宅購入祝金

◆ 引越祝金

※新築住宅祝金及び住宅購入祝金は、移住者と同一世帯に18歳までの子がいる場合
は子1人につき20万円を加算。



11.【参考事例４】他地域における取組 ～北海道上士幌町～

✓ 上士幌町は北海道十勝地方の北部に位置す

る町で、人口4,778人、高齢化率３５％（2020

年国勢調査）である。

✓ 地域資源を活用しながら、健康・環境・観光と

子育て・教育をコンセプトにしたまちづくりをす

すめており、令和3年にSDGｓ未来都市、令和4

年に脱炭素先行地域として国に選定された。

✓ 住み続けられる町、子どもたちが帰ってきたい

と思えるまちづくりをするなかで、結果として移

住定住に繋がる町を目指している。

✓ 移住前に生活体験を勧めたり、先輩移住者と

の交流機会を設けたりするなど、移住後の生

活の方向性の整理ができるよう、特定非営利

活動法人上士幌コンシェルジュが手厚くサ

ポート。

✓ ふるさと納税を活用し、認定こども園「ほろ

ん」を開園。同園に通う子どもの保育料を完

全無料化。また同園では保育園留学の体験

プログラムも実施している。

✓ 高校生までの医療費の全額補助や、住宅購

入助成として住宅を新築した場合、中学生以

下の子ども一人につき100万円を助成するな

ど手厚い子育て支援を展開。

✓ 生活体験モニター事業では、1週間～1か月

程度の短期生活と1か月～1年の中長期生活

の2パターンの移住体験が可能。2023年1

月時点では、多くの入居希望が寄せらせ順番

待ちの状況となっている。

◇ 北海道上士幌町の移住・定住推進策
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◇企業滞在型交流施設「にっぽうの家」

◇子育て支援の充実×認定こども園「ほろん」

• ふるさと納税を活用し「子育て少子化対策夢基金」を積み立て、平成27年に定員120
名の認定こども園「ほろん」を開園。翌年には同園に通う子どもの保育料を完全無償化。
また同園では保育園留学も実施している。

• 令和4年に企業滞在型交流施設「にっぽうの
家」を開業。当該施設は宿泊・滞在スペースと
交流・イベントスペースを備える。

• 「新しい働くを考える」をコンセプトに「無印良品
の家」が設計。

• 個人の移住者だけでなく、ワーケーションやサテ
ライトオフィスなどの企業誘致にも力を注いでい
る。

支援策 説明

子ども医療費助成事業 高校生までの医療費の自己負担分の全額を助成

子どもの夢・未来応援事業
子どもたちの夢を育むため、スポーツ・文化の一流講師を
招き、直接指導や講演会等を実施

認定こども園遠距離通園支援事業 遠距離から通園する過程の負担軽減を図る

子育て支援・少子化対策住宅建設助
成金当交付事業

住宅を新築した場合、中学生以下の子ども一人あたり
100万円を助成（町内建設業者による施工の場合は、助
成金合計額に50万円を加算）

▼ 子ども支援策の一例

• そのほかにも夢基金を活用し、高校世代
までの子ども医療費助成事業、子育て
世帯住宅建設支援事業などの子育て支
援も実施している。

画像：上士幌町HPより

画像：にっぽうの家HPより
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12.おわりに ～小規模地域人口推計に基づく

政策・施策の検討にあたって～
高島市の人口は近年、自然減と社会減の傾向が続き、

45,780人（2024年1月1日時点）となっている。

将来推計人口を見ると、地区別で差はあるものの、いずれ
も年少人口と生産年齢人口で特に若年層が著しく減少する見
込みであり、ほとんどの地域において高齢化率が上昇する結
果となっている。特にマキノ地域、今津地域、高島地域、朽
木地域、において人口が大きく減少する結果となった。マキ
ノ地域では40年間で人口の72％以上、年少人口の87％以上が
減少し、将来的な高齢化率は最高で65％に達することが推測
される。今津地域では40年間で人口の66％以上、年少人口の
82％以上が減少し、将来的な高齢化率は最高で56％に達する
ことが推測される。高島地域では40年間で人口の66％以上、
年少人口の84％が減少し、高齢化率は最高で57％に達するこ
とが推測される。朽木地域では40年間で人口の77％以上、年
少人口の93％以上が減少し、高齢化率は最高で64％に達する
ことが推測される。

人口が減少することで将来的な地区の存続や、行政サービ
スの確保が困難になることが懸念される。また、児童生徒数
の減少は学校の統廃合についての議論にも発展するため慎重
に検討する必要がある。今後のまちづくりのあり方などにつ
いて、改めて人口推計を土台として考える必要がある。

このような状況を踏まえ、全世代で安定的な人口構成を目
指すために、出生率の上昇に加え、全世代での転入促進を想
定としたシミュレーションを実施した。結果的に現状推移と
比較し、人口の減少は緩やかになるものの、高島市全体とし
て若年層の流出（特に20～34歳の女性）がほかの年齢層と比
較し多いため、現在の人口を安定させるためには、若年層の
流入促進もしくは流出抑制が安定した人口を保つために重要
であると考える。

地区の将来像やこれからのまちのあり方、政策の方向性を
考えるにあたっては、下記のとおり、人口推計・シミュレー
ション結果を基盤とするとともに、それぞれの地域に暮らす
住民の方々と問題意識や目標を共有し、課題解決に向けて協
働することが重要である。

①「人口は地域の暮らし・まちを形づくる基盤」

地域の将来や目指す姿を考えるうえで、人口はすべての基
礎データであり、地方創生の主役である住民の方々にも現状
や課題を理解しやすい形で示す必要がある。

②「定住の基盤は地元（日常の生活圏域）」

定住を受け止める基盤は日常の生活圏であり、行政区単位
での現状分析や具体的な対策の提示が求められる。

③「人口減少対策に対する当事者意識の醸成」

行政区別の課題や可能性を踏まえるとともに、住民の意見
を反映した目標を設定するなど、住民の方々が当事者意識を
持って理解し共有し行動することが必要である。

人口減少は地域の存亡にかかわる問題であり、そこに暮ら
す住民が自らの生活圏である「地元」に、新たな移住者を受
け入れながら生活していくことを前向きにとらえる必要があ
る。

さらに、住民の理解や協力のもとで移住者が増加しても、
地域が所得面を含めて移住者の生活を支えることが出来なけ
れば、定住には繋がらない。

地方創生に向けた取組を着実に推進するためには、人口減
少をはじめとする諸課題に地域が一体となって取り組むとと
もに、高島市としても人と暮らしの両面において実効性の高
い政策・施策を検討・実施していくことが求められる。
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